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感情的な出来事におけ る

自伝的記憶と他者

エ ピソ ー ドの特徴の違い
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Autobiographical Memory and Other 

Episode for Emotional Events 
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This study investigated differences between autobio-

graphical memory and mother episodc using MCQ 

Uohnson et al.， 1988). Seventy-seven participants re-

called positive， negative anci neutral autobiographical 

mcmorics anci mothcr episocies， rateci sensory， location 

cietail anci positive emotion about recalleci events. Pal 

ticipants rateci autobiographical memory haci more 

scnsory ancilocation cietail than mother cpisocic_ Auto-

biographical memory contain巴cimore posilive emotion 

than mothel巴pisocie.These results showeci the phe-

nomenal characteristics of thcir melllorics ciistin-

guisheci between autobiographical melllory anci Illoth-

巴repisodes 
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sode， Illood characteristic questionnaire 

問題・目的

|当伝的記憶は，人がこれまで、の人生を通じて終験した出

来事の記憶である(佐牒， 2002)。近年， 1::1伝的記憶の質的

なf!llliInに注目した研究が報告されている。 これ らの研究

は，主に 10hnson，Foley， Suengas， & Raye (1988)が考案

した !VIemoryCharacteristic Questionnaire (以T!VICQ)

を用いて研究が行われている。 MCQとは， 参加者が惣起

した出来事に対して，その出来事の特徴(味覚，視覚なと)

について答える質問紙である。!VICQを!日L、たliW允の結果，

快の出米4;J~は，不快と1:1]立の山来事より も多くの感覚的(I(j

情報を持っていることが特i;Lされている (e.g. D'Argelll-

beau， Comblain， & Van der Linden， 2003)。

自伝的記悩は，エピソ ー ド氾憾の下位分紙であると考え

られている(掘内， 2004)0 1可じエピソード記憶に分類さ

れる他荷エピソ ード ((i'11えば，母JJ!の行動なと)と自伝的

記憶との~いは!日Iであろうか。 府内 (2004 ) は，白 1云的記憶

と他者エピソートのエピソード数を比べると lヨfidl(J記憶の
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ほうが多いことを報告している。-)i， f-MR! をIlll、た肉

付 ・ 長瀬 ・ ~J・ l王| ・ 二|二 (2 005 ) の liJf究では. 自伝的E己tむを検

索した場合のほうが， rfn流J自力1:1の規模が多いことや，前iiJi

liij野の活動の有力!lによる気質的なよさL、があることを報公し

ている。

原i内 (2004)や西村他 (2005)の研究は， 実際に:¥'[!起され

た|全|伝的記憶と1山粁エピソ ドの内符につ いて検討してい

なL、。そこで，ヰ寸iJfヲモでは，Johnson et al. (1988)の MCQ

を附いて， 1主|伝的記憶と 他者エピソー ドの泣いを::L¥*，'ICの

質的なIT!lljJjjから検討する ことが"的である。本研究では，

母$)1のエピソ ー ドを他者一エピソー ドとした (J加|人1.2004)。

D'Argembcau cl al. ( 2 0 0 3) を参考に I~I 伝的記憶と他者ーエ

ピソ ー ドと もに，快と不快と LjJjJ_のエピソードを:¥i!起さ

せ，そのエピソードの情報量を MCQで検討した。

方法

参加者 専門学校生 77名(男性 33名，広性 44名)か

実験に参加した。平均年齢は 19.51成(1.38)であ った。

MCQ Johnson et al. ( 1 988) の MCQ より，出米 ~IJ の!ð

'WtJな特徴に|話|するもの(感覚， I喫'1't， I味党)と出来事の

ロケ νョン にl品|するもの(場所，状況)と出来事の感情

filli を評定する J1~1=1を選択した (e.g.D'Argelllbeau et al.， 

2003)。出米司王のI感覚的な特徴に|主lするもの(感覚， JI只Jt.
l味覚)は， 1全くないから 7 とても多いの 7例法で評定

した。 出来事のロケ ーゾヨンに関するもの(場所，ik似)

は， I鮮明でないから 7鮮明であるの 7fLI二法で評定した。

出来.lol~のポジティブ感情を 1 全く感じないから 7 とても

感じるの7ft1ニ法で日ド定した (D'Argelllbeauet al.， 2003)。

実験冊子 フェースゾ ー 卜l枚と用紙の上部にエピ

ノードを記述する#l!1とI11紙の下部に MCQの項目を印刷し

たm紙 6枚(快，ィ、快， rlJ立の自伝的記憶と母親のエピ

ノー|、それぞれ lつ)をま とめて実験n日子とした。1141包す

るエピソードの111目司?を変えた実験IIIf子を 6バターンI*1f!

した。

手続き 集団で実施した。実験|冊子を配布後， 実験の説

明をした。 1:::1分 (母親)が過去に経験した快，不快， '-1ユ立

のエピソードを Iつずつ想起し，nJ紙に記入させた。その

後， そのエピソー ドの内容について MCQで答えた。 lつ

のエピソ ード の怨}但し，MCQの:，'I'Ai:・する l時間は 2分 で

あった。

土
ロ

象山中 果

悦1i:とl県党とl味1'tの評定得点の平均値を感覚得点 (sen.

sory score以下 S得点)とした。 Jt~øj-と状況の d~' í.i::得点

の平岡1直をロケー ション得点 (Iocationscore:以下 Li与

，己主)と した。 ポジティブ!d↑青はそのままの{自をポゾティブ

!酎fi得点 (positiveemotion score:以下 P得点) とした
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表 1 11伝的記憶とlリ$Jiのエピノートの感情ulliζ との MCQ得点の、ド均値

!(L~ I;;!. ロうーゾョン ポジティフ感情

"と 不快 '-1-'立 ↑た

住1(ょ、(na己↑む

4.71 3.68 3.85 6.16 

(1.36) (1.36) (1.35) (0.94) 

巨1mのエピノ ート

3.39 2.89 3.67 4.9'1 
(1.57) (1.19) ( l.73) (1.66) 

(表 1)。

外得点に対して 2(対象:臼己， I~JrJD X3(エピソードの

感情idli:↑)(，不十九仁|二l立)の 2嬰|丞!被験者|付の分lix分析を

行った。分析では，有志水準を 5%に設定した。その結架，

対告白の ι似JW(S 得点 F(I，76)=31.97 し得点 (F(I，76) 

ニ 42.16:P山戸、。(F(l，76)=4.41)とI謀ti'i(dliの 1::iJJ浪 (S得

点 F(2，152)ニ 15.27:P 得点ー(F(2，152) = 73.24)と対象と

m抗日lIiの交.1.1.作JIJ(5 得点 F(2，152)=8.14: L得点 F(2， 

152) = 3.23: P 得点 F(2，152) = 7.07)が向むであった。交

Uf'f.IIJが合意だ ったため，各得点について餅純=1士対j栄検定

を行った。その結果，↑11:エピノー|、においてn伝的記憶の

方がは税のエピソートr よりも得点が I'-'Jかった (51") .0， 

(F( 1， 228) = 39.95: L 1与点 (F(l， 228) = 37.69: P m)~i，: 

(F( 1，228)= 1 7 .4 5)。 不快エピソードにおいて I~I 伝(I'J~ttì:!の

方が 111$Jl のエピソートよりも i守点が J~，'j か っ た (5 得点

(F(l， 228)= 13.90: L (♀点、: (F(I， 228)= 15.61)0 '-j-'17エピ

ソードにおいて自伝的記憶の方がほ矧のエピソ ドよりも

i与点が高か った (L(専向、 (F(I，228)=8.64)。白仏、的記憶に

おける感情価の効果が台意であった (5得点 (F(2，304)=

15.53 しi尋，ψ‘:(F(2， 304) = 3.39: P (htメ;;，:(F(2守 30'1)= 

71.30)0 I~ yan法による多重比較をhったところ， 5得点で

は快 ・不快>rl:rJ.Lであり， L 得点では快>'I'1I.であり，ポ

シノティフ得点て、は，快>仁1:r'JL>不快であ った。H$.見のエピ

ソー|、における感情。lIiの効果が有怠であ った (5得点。

(F(2， 304) = 7.88: P 得点。(F(2，304)=31.02)0 rミyani'tに

よる多重比絞を行ったところ，5 得点では，快 .'-1'山>不

vとであり，ポゾティ 7(尋，占、では，りと>'I'i7:>イ、りとであった。

考察

実験の結巣から，自伝fI':)記憶と 他者エピソ ドのjさい

は，険索H寺の1/尚の活1M部位のi主い(rlEiトJ(也， 2005)だけで

なく ，エ ピソ |、 の情報室の迷いがあることがぶされた。

白(.dl'.)記憶は，他者エピソードと比べて収作1な情報量があ

るため， 1=1己の:iili続性や一貫性を支え る11己機能や11伝的

記悩が峨々な判断や行動を方向つけるのに役す っと いう指

示機能があると考えられる (Bluck，2003)。

不快

5.79 

(1.38) 

5.01 

(138) 

'1'占 V， ィ、 'If~

5.70 5.57 2.60 4.10 

(0.96) (l.7I) ( l.70) (1.43) 

5.12 4.70 2.77 4.01 

(166) (172) ( 1.72) (1.59) 

木研究では， iU iliWJt (D'Argcnbeau et al.， 2003)でJH

f荷された快エ ピソー |、がイ、快エピソードより も情報ill:が多

いという↑)，エピソー|、俊1立が;よられなか った。O'Argen

beau et al. (2003)は以近 1{f山lでねった/U*~)Tを ri 己.i!t、 す

るように教がしているが，木研究では特に出来事のlI'f)引を

指定しなか った。速い過去のエピノー l、は近い過去のエピ

ノードよりも情報日ヵ、多いことがJ旨摘されてい る (John

son et al.， 1988)。木6J1'允の参加有ーが，速い過去のエピソー

ドを1出起したために， 'Ikエピソ ー|、 優位のがJ架が 1-~ られな

かった'-'J能性がある。今後は，怨起エピソードの11寺JYJを指

定して，向L、的記't(:;:とI山t，ェ ピソ ート の質的な迷いを険討

する必:反があるであろう。
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